
 

令和元年 6月 

ヤングケアラーの実態調査を提案。その後、政府

が実態調査を行う等、全国の課題として叫ばれ

る。市道２２号線（旧精工舎通り）の交通安全と中

沢１．２．３．４丁目の境にある交差点改良事業を取

り上げた。 

  

出典 厚生労働省 ヤングケアラー ホームページ 

 

令和元年 9月 

民生・児童委員の負担軽減と、担い手の発掘につ

ながる協力員制度と報償費の増額を提案した他、

鎌ケ谷市の都市計画道路を取り上げた。 

 

令和元年 12月 

高齢者の居場所の必要性とボランティアや介護予

防に取組む活動に応じた健康マイレージ事業の創

設を提言した他、市の財政運営を取り上げた。 

 

 

松沢 本市における救急搬送困難事案について 

A  令和元年 68 件、令和２年 110 件、令和３年

152 件で、令和２年、３年と大きく増加してい

る。新型コロナウイルス感染症の拡大により、医

療機関の受入れ交渉に時間を要したことが主

な要因。 

※救急搬送困難事案 救急車の現場滞在時間が 30 分以

上かつ病院交渉が４回以上あった事案 

 

 

松沢 搬送人員の経過と事故の種別につ 

    いて 

A  

 

 令和３年の状況は、急病 3,731人、 

一般負傷 790人、交通事故 299人。 

 

松沢 年齢別と時間別搬送人員について 

A  

 

 

平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年

5136人 5467人 5579人 5127人 5396人

52人 206人 167人 1592人 3379人

令和3年　5396人
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令和 4年 3月会議 一般質問 救命救急体制について               

 
松沢 搬送した方の傷病程度について 

A  

 

 

 

出典 千葉県 ホームページ 

 

入院を必要としない軽傷 2190人 41%

入院が必要な中等症 2719人 50%

長期入院が必要な重症 408人 8%

死亡・その他 79人 1%

 

出典 千葉県 ホームページ 

 

4期目 一般質問要旨 アーカイブ 令和元年度版 令和 4年 3月会議 一般質問 救命救急体制について 

                                                

松沢 119 番の通報から病院に到着するまでの

時間と医療機関との交渉回数について 

A  119 番通報を受け、事故現場等で傷病者の

処置を行い、救急車が病院に到着するまでの平

均時間は約 41分。医療機関との 

 交渉回数は、１回が 4,316件で、 

 全体の約８割程度、10回以上が 

 14件、最多回数は 20回。 

 

松沢 搬送先の区域について 

A  

 

 

市内 市外 市内 市外

2784 2794 3015 2381

49.9% 50.1% 55.9% 44.1%

令和元年　　　　　　　　　令和3年

 

出典 総務省消防庁 ホームページ 

 

住民の緊急度判定を支援し、 

利用できる医療機関や受診手段の情報

を提供するため、総務省消防庁が作成

したアプリ「Q助」を活用ください。 

指摘や提案はすぐに通るものではありません

が、まちの課題を共有することで、まちづくり

の第一歩が踏み出されるのではないでしょう

か。年に 4 回開催される会議での一般質問は

機会を欠いたことがありません。また、一般質

問の他、市政全般の質疑を行うため、市民から

の意見や提言を伺っています。 

 

市内 4店が協

賛店として参加

しているが、本

市は実施してい

ない。 
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松沢の視点 

広島県福山地区消防組合と神奈川県鎌倉市で

はＡＩ技術等を活用し、情報をデータ化して医療

機関へ送信するなどの実証実験を行っている。

本市においても搬送先決定までの時間を短縮す

るため、救急体制におけるＩＣＴ化の導入を検討

する必要がある。 

 

 松沢の視点 

増加する救急出動件数に対し、いかに安

定的に救急活動を継続するかは大きな課

題である。急なケガや病気をしたとき、救

急車を呼んだが方がいいか、今すぐに病

院に行った方がいいかなど、判断に迷う

ことがある時は千葉県が行っている「救

急安心電話相談」「こども救急電話相談」

を活用ください。 

 

 

 


